
図書委員会の読書啓発活動として「図書委員と先生のおすすめの本紹介」を文化祭で展示 

しました。左面でも書きましたように、図書室で展示を行っておりますので、文化祭や展示期間 

に見に来られなかった人はぜひ、見に来てくださいね。 

今回は、展示の様子を紹介します。右の写真は展示風景です。 

図書室の窓ガラス一面に展示しました。台紙は学年カラーを使用しています。玄関側が１年 

生、ドアをはさんで真ん中が２年生、階段側が３年生の順番に展示しました。 

また、紹介された本の中で、図書室の蔵書にある本を図書室のドア前に展示しました。 

黒板には、表に各クラスの出し物のイラストや店名などの紹介を書いてもらいました。各クラ 

スに書いてもらうことで、北島中学校の文化祭らしい看板ができあがりました。裏側には、先生 

方のおすすめの本紹介を展示しました。 

図書委員さんをはじめ、ご協力くださった先生方ありがとうございました。 

１１月号では、図書委員さんが書いてくれたおすすめの本紹介の中から一部を紹介した 

いと思っていますので、楽しみにしていてください。 

  

 

＊開館時間 放課後～ ４０分程度 

＊貸出冊数 ３冊 

＊貸出期間 ２週間  

北島中学校図書館 

 

図書館だより１０月号 

図書委員と先生が選んだおすすめの本紹介！！ 

読書の秋を楽しもうキャンペーンのお知らせ 

読書の秋ということで、読書スタンプカードキャンペーンを実施します！図書 

館教育ニュースのダウンロード素材で制作したしおりをプレゼントするイベント 

を開催します。 

今回は、昨年同様にスタンプカードを２種類用意しました。 

１つは、６個のコースで「秋にぴったりなハロウィンのしおり」を 

２つは、１２個のコースはで今まで制作してきたしおりのデザインの中から選 

んでプレゼントします！２・３年生はあのとき欲しかったしおりをゲットするチ 

ャンスとなっています。 

デザインの一覧もあります。１年生のみなさんもぜひ、挑戦してみてください。 

※スタンプカードの利用は２枚までとさせていただきます。 

 

１０月になり、少しずつ秋らしくなってきましたね。１０月２７日～１１月９日は、秋の読書週間です。 

今年の標語は『静かだけど、冒険中』です。 

 本を読んでいると、色んな世界に行ったような気分になることはありませんか？現実では 

ありえないようなファンタジー世界であったり、現実と似たような世界だったり、今までに 

自分が体験したことのない国や地域の話であったりと自分ではない誰かを通して、冒険する 

ことができます。もちろん、本以外にも、映画やアニメーション、ゲームなどでも同じこと 

はできます。しかし、本の世界は文字が世界を構成しています。自分で想像しなければ、世 

界は見えません。色々なことを考えながら読んでいくと、周りからは静かに読んでいると思われ、読んでいる

自分自身はその世界に入り込み冒険している、ということを標語から感じました。 

いきなり、文字ばかりの本に挑戦するのは、大変だと思いますので、知っている漫画やアニメーション作品

のノベライズや映画やドラマの原作小説に挑戦してみてください。視覚的にその世界を知っていると、登場人

物や設定などが多少わからなくても、こんな感じだったな、と読み進めることができると思います。あなたの

読書スタイルで、秋の読書週間を楽しんでみてください！ 

  

 また、図書室では「図書委員と先生のおすすめの本紹介」を展示しています。 

 みんなが冒険した本を一緒に読んでみませんか？図書室で待っています！ 
 

 

 

５日（月）、 ７日（水） 放課後会議のため閉館しています。 

１３日（火）、１４日（水） 中間テスト前日なので閉館しています。 

２２日（木） 全学年校外活動のため、閉館しています。 

２３日（金） 臨時休校日のため、閉館しています。 

２６日（月） 図書委員会があるため貸出・返却はありません。 

 

 

 

 

・１０月の予定 

～新刊紹介～ 

古都琴子は好きに生きるので、あしからず 汐見夏衛 著 

 この作品は、第３回「きみの物語が、誰かを変える。小説大賞」の【１０代限定「君の想いが誰かを変える 

」部門】に寄せられた１０代の想いから生まれた作品です。同じ１０代がどんな想いを持っているのかまた、 

抱えているのか読んでみませんか？ 

 

サイレント・ウィッチ Ⅹ（１０） 沈黙の魔女の隠しごと 依空まつり 著 

 １０巻からは新しい章がスタートします。モニカの次の舞台は港町サザンドールです。ある日、魔術師の罪 

人が収監されている監獄で爆発事件が起こります。王国中に緊張感が漂う中、港町では水霊祭の準備が 

進められていました。そんな中、ある事件がモニカたち襲います。一体、どうなってしまうのでしょうか。 

希
ね が

わくばの詩
う た

 田中希実 著 

 現役アスリートの田中希実選手のエッセイです。田中選手の２０２５年の東京世界陸上までの２５３日間 

の自分自身の内面との葛藤や対峙がありのまま書かれています。陸上競技に打ち込んでいる人にはもち 

ろんのことですが、田中選手のように自分と向き合うきっかけがほしい人にもおすすめです！ 
 

 他にも、「小説 ブルーロック ８」「スマホを持たない君へ」「真昼にも星が光ると知ったのは」「へんな学部 令和 

ニッポンのユニーク学問最前線」「動物たちの江戸時代」などの本が入荷していますので、ぜひ見に来てくださいね。 

 


